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I'・ 1. 研究背景およじ目的 ｜ 
． 
【既往研究の問題点】 V 摺 z…ぶ
リモー トセンシングを用いて竹林を抽出した例はいくつかあるが（例：小泉ら
2003，今井ら 2004，河邑ら 2005，強ら 2006,U形ら 2006,Du et al.2010, Y. Tanigaki et al. 2010), 
1トレ ニーングヱリアと糟度検証地が重なっている可能性あり（位置関係の記
載が不十分）
吋精度検証地以外では精度が著しく低下する可能性あり
2.竹林と常緑広葉樹（竹林と区別がしlこくい）を明確に見分けている研究が少
ない
3.精度検匝地内の竹林が点在している（ミクセルのため低い精度が出やすい）
のか密集しているのかわからない（記載が不十分）
－高し、精度を椅っていても、普通の点在した竹林では期待とはかけ離れた
低い精度を示す可能性あり
4.マダケとモウソウチクを区別して両方抽出した例はない
・竹林を抽出した既存研究はほとんどが、抽出しやすいモウソウチク（色が
特徴的）しか扱っていない
・モウソウチクが大部分を占めることがない地域では竹林を抽出できない可
能性あり
本研究の目的：
(1）トレーニングエリアと精度検極地を異なる場所に設置し，かつ位置関
係を記載し（2）竹林と常緑広葉樹を区分し（3）精度検笹地の竹林の分布
図を記載し（4）マダケとモウソウチクを区別しつつ，千葉県の竹林を抽出
I 4. 結果と考察
福生の境界線上に竹林の綴分類が多い
→1つのピクセルの中に復数の土地被覆が入ってしまい、ピクセル
値が偶然に竹林のものに近くなってしまった（ミクセルの問題）
I: 2. 対象地
【千葉県北西部】
・竹林はモウソウチクおよびマ
ダケにより構成されている
－西日本ではほとんどモウソ
ウチクが優占しているが本
調査地ではマダケが優占す
る竹林が多い
－比較的大面積の竹林が多く
存在しており，ササ原といっ
た里山に見られる土地被覆
がそろっている
口 研究対象地 口 トレー ニングエリア 糊植地
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13.方法 ｜ 
【使用データ】
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5.現地銅査結果
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I 6. 植全国（精度検医用）
I 既存の植生図｛江村らお09、高楓 2008）と現地舗査結果から作成
土骨量絶櫨崎畢置め
書l絶
蝿泊
車損圃IJ
サ圃
曹蝿広量圃IJ
’R雄創轟掴梓.地
マザケ
モウソウチタ
＊田
箪司R瞳
濃縮
合tア計ー園ル田｝ 
膨？／：＇丸々1除i：~
Google Earthでトレー ニングエリアを指定している
様子（赤枠モウソウチク、ピンク衿：マダケ）
署長：土地被覆分類のeπormatrix 
.ill.__一」
.!1.一一一五
組閣一・－
制細川量圃叫醐細川｝ ¥ 
削 姐埠輔桝刊•：お 2お Hザケ宅ウ認相側埴柑歯tア酎ー圃ル祖） Illa：ユ Nーザ~.田・・N直 ：（＼凪｝ 
個 3 。 0 3 0 0 0 127 0 m o曲-001 0曲。”
1帥 17引 愈岡 崎 12 se n・ ,CJ 41 ?72 7山口 調7 OA・0・ Cl.5S O" 
1・ 1蝿 3'町 J3 31 3閣制・ 1・7 ？・ 12) ・ 4117 町 I OA・0.5S O.S, 
IS ． ・ 0 刊 0問。01 0.01 1血
27 日 1剖1 岡 ・刊 I I却 O刷 0.3 OJ・OJI
10 1!・ 3河 1 担制 OM OAl 0,17 O.f 
・3 72 2≪ 1回 n輔 0.1 OAO 045 OJ7 
1 15 1・ ．帥 0.47 02S 027 0.91 制 ’t 2・4 1却 1≪ 45 11 1 1228 012 0.18 021 OJI 
14 243 29 12 4 四回 18・ 0 3SS1 O.制 077 0.80 0.98 
担7 闘8 2開制 12 岡田’ 17 時 2目柑柑 15 7183 O帥 o.e・0.74 0周。 1 2 。。 0 1 0 0 0 1・41 73 0.5・OAl OAl 1.0 
m 3詞・ 13帥 5・ 2蝿 2215剖引 1531 ．闘 ms 嶋田 岡 田11
プ輔回直デ伺ュ1ーサ 0.00 0.5 0.S 0.01 0.3’ OA1 OAS Q.21 Q.21 0.80 0.74 0.43 
竹林の抽出に係る問題点：
常緑広葉樹は竹林と誤認識されやすい
（どちらも目立つ落葉無し＆光の当たり方で色も類似）
ササ原はモウソウチクと誤認識されやすい
（モウソウチクと色が似ており、目立った落葉はしなし、）
冬に枯れない植物の草地はモウソウチクや常緑広葉樹と誤認識されやすい
（冬に枯れない植物の草地の色はモウソウチクや常緑広葉樹に似ている）
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